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本市の人口

(陥如47'Iy7月 1HJJ，!CE1 

人日総数 189.393人

男 92.378人

女 97. 0 1 5人

帯 数 58.393世帯

リ
テ
4

一
戸
ヨ
ン
の
加
訟
を
作
る
べ
く
、
一
も
収
集
、
巡
回
開
の
時
慣
が
あ
れ
ば
、
乙
一
る
。
E
F

託
の
噌
え
方
な
ど
多
少
の
混
乱
一
意
の
斑
霊
は
私
の
誌
本
一
世
鴨
で
あ
り
、

組
般
若
員
会
で
協
同
討
中
で
す
が
、
入
裕
一れ
に
応
え
る
体
制
及
び

ιれ
ら
の
弱
占
…
一
は
あ
る
が
、
自
己
処
昌
平
線
入
出
来
な
一
間
服
柁
民
と
は
磯
崎
一
料
了
桂
、
十
凡
打
席

は
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
を
補
う
こ
と
が
品
川町
で
あ
る
と
思
う
が
一
い
事
情
が
♂
的
ら
れ
る
掛
合
は
、
手
世
一
し
λ

甘
い
九
月
い
っ
ぱ
い
に
は
、
正
式
に

保

育

料

の

軽

減

を

一どう
か。

一割
を
も
ら
っ
て
、
と
幸
運
ん
で
や
る

τ恥
抑
制
用

誌
を
立
て
た
い
@

。
保
育
所
問
題

一
筈
ご
み
処
裂
に
問
問
す
る
問
題
は
、
一
方
向
で
県
と
も
昭
一
揖
し
て
処
裂
出
来
る
一
南

部

消

防

署

段

置

を

間

保

B
E
A
M上
が
り
し
て
一
市
内
巾
心
部
員
喜
に
集
中
し
て
い
ま
う
に
し
た
。

一

O
防
災
対
策

責
覇
市
さ
は
、
六
月
日

iHに剣
山
吉
一
れ
、
会
期

3
i一円
ま
で
寸
一
円
間
と
苦
し
た
が
、
謙
一
は
き
で
し
ば
し
ま
盟
主
り
、
九
百
九
日
間
抑
制
町
一

戸

l
民
U
E
U
U
E
E
U引
|

一

間

甲
府
閉
岡
部
は
、
中
番
町
閉

一

一

一

ロ

ト

目

門

町

山

ι
I
s
-
-i
可
制
型
屯

一掛
、
国
位
工
諸
国
剤
、
甲
府
ハ
イ
パ

童
話
題
の
訴
か
ら
一
時
山
県
二
円
刊
に
且
つ
重
宝
し
た
の
で
会
期
を
十
同
日
ま
で
H
延
し
た
後
、
一
同
は
一
一
一月
警
官
、
控
室
の
用
地
を
一
票
皇
っ
て
い
る
。
川
の
華
に
こ
一

E
F
E
i
ι
1
4
1
4
i号

一

一

-

一

ス

、
楠
進
湖
棋
と
、
関
亮
苑
民
が
若
し

市
長
言
葉
の
記
て
を
阿
唱
す
決
め
ま
し
た
。

E
に
片
山
去
、
常
任
長
の
事
芝
行
な
い
霊
に
今

一望
し
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
一
だ
わ
ら
ず
将
官
民

m需
を
凶
っ
一

市

役

所

内

に

事

務

局

設

置

7
、
ま
た
南
甲
府
器
移
転
も
決
ま
つ

村
宏
刷
踊
叫
に
崎
国
軍
昨
日
の
川
氏
を
全
金
一
致
で
泌
び
、
ま
た
次
世
内
に
学
校
明
良
セ
ン
タ
ー
の
特
例
5
川《んを

一る

ヵ

。

一

た

ら

ど

号

か

。

ま

た

出

門

凶

刺

殺

が

老

一

一

訴
す
る
と
と
も
止
め
て
、
注
の
あ
っ
た
定
例
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

一
な
お
、
雲
を
聞
い
て
会
則
宮
崎
一

E
し
て
い
る
が
、
乙
の
事
に
つ
い
一

間

甲
府
駅
近
世
田
は
、
相
当
言
。
長
室
長
き
に
よ
り
、
あ
つ
よ
る
の
で
、
阿
部
に
消
防
蓄
積

一
如
品
は
、
七
月
八
五
、
1
一
一
を
号
し
て
品
霊
の
改
選
L

一
宅

一

件

な

主

う

だ

-M
Wな
っ
て
、
皇
位
す
ベ
三
て
、
話
で
低
利
の
融
資
制
民
を
作
っ
一
日
目
な
よ
う
だ
が
、
量
の
一
れ
一
淳
一
で
一
巡
し
お
仁
川
一
す
吋
日
野
町
計
十
加
に
伴

の
品
に
わ
た
り
、

Z
一
(
公
了
、
型
車
で
、
重
工
一
応
慧
一
が
、

ui
i
rす
仁
左
刀
と
は
一

1
5があ
る
の
で
凶
器
一
て
ロ
ー
の
話
器
に
つ
い
て
一

菩

駅

ピ

市

在

、

県

、

;
一て

¥

民

話

の

お

Zえ
て
い
一
ぃ
、
四
十
八
年
度
に
岡
地
取
得
し
て
、

思

)
三
井
荒
川
(
共
産
)
的
互
に
寺
公

(EF)、
実
十
間
代
一
期
附
川
町
出
し
に
つ
い
て
ど
う
か
。

一改
ま
求
め
た
。
需
の
弓
ち
一
市
議
主
一
は
、
思
議
か
-
り
し
て
ぼ
で
あ
る
一芸
品
薄
の
=
老
一
聖
書
近
代
化
一
る
よ
う
だ
が
、
前
も
っ
て
霊
作
畏
と
一
冴
九
幸
福
控
室
盟
主

主
忠
世
)
小
沢
喜
(
出
雲
)
一
裂
が
に
電
電
時
氏
自
室
一
笹
川
和
問
で
は
、

H
下
町
長
、
主
貫
主
は
一一一旦一

F
一
日
に
辞
退
さ
ず
、

Z
で
き
る
だ
富
力
し
た
い
。

一と
、
阿
部
の
話
発
高
る
も
の
で
あ
一伊
ぼ
し
た
著
い
を
す
る
主
重
だ
一

活
保
問
(
覧
会
小
是
正
問
一
ぴ
、
活
露
出
R
U
T
Uに
は
、
市
一会
議
ま
ら
附
さ
れ
て
い
る
品
件
一れ
た
。
在
、
合
禁
罪
主
義J
一
同
の
沼
市
が
帯
さ
れ
る

4
品
き
か
一り
、
衰
の
市
の
発
民
主
え
な
が
ら
一と

型

つ

が

ど

う

か

。

一

反

対

運

動

に

P
R
を

民
ク
)
山
本
在
日
語
大
作
一
括
科
書
出
雲
仙
心
主
)
に
同
一
の
設
に
萌
力
し
て
い
孟
中
で
あ
る
一"
だ
が
、
な
お
一
州
事
、
需
を
行
一
吋
た
い
。
ま
た
旧
民
制
限
に
つ
い
て
一首
を
裂
に
た
て
、
書
し
て
い
き
一
答

刑
辞

移
転
に
つ
い
て
は
、
色
。
千
塚
区
画
聖
理
主

(
社
長
)
の
八
号
、
そ
れ
ぞ
れ
各
一て
室
長
に
は
百
の
な
か
か
す
で
、
ま
だ
法
主
と
し
て
は
出
さ
一
号
。
一
は
、
定
都
市
長
況
し
て
れ
す
詰
一
た
い
。
霊
長
含
蓄
し
、
去
一会
の
特
別
語
員
会
、
県
、
同
義
母
一
間
千
吉
区
の
雲
再
に
よ
る

喜
時
限
し
て
行
な
い
烹
し
た
。
一
白
去
を
市
長
に
抑
せ
ん
し
ま
し
た
。一
れ
て
い
な
い
よ
州
問
削
に
つ
い
て
は
、

↑入

浴

に

よ

る

治

療

を

一
で
同
氏
側

2
2」
げ
た
い
。
訟
で
、

高

臣

官

官

叫

空

協

力

主

、

i

i
A抗
す
る
一
区
間
霊
主
に
町
し
て
、

主

主

i12、r
H」ハ円の一

E
m
-
-
J
I
-
-
Zぃ
、
怯
一町
語
、
空
も
肝
芝
市
し
て
く
れ
一シ
寝
た
き
り
老
人
対
策

一不

満

の

解

消

を

図

れ

ら
一
一
人
立
民
主
主
、
近
く
市
段
階
に
な
り
つ
奇
抜
引
日
号
の
一
ー
を
中
心
に
ば
霊
副
起
こ
っ
て
い

関

川

出

抑

制

一

…

斗

昨

仲

間

一

一

一

一

一

一

時

抑

制

mT片
付
白
川
ド
石
川
M
k
d
H
富

山

川

市

川

税

対

日

一時

均

一

抑

制

明

日

昔

話

訪

日

目

た

市

吉
の
代
説
得
な
わ
れ
よ
し
た
。
な
お

Zに
お

吋

る

ム

リ

ヨ

ぞ

し

な

け

と

れ

引

け

れ

れ

れ

い

は

ZUMHJHH一跡
地

利

十

民

意

を

一認

可

UU十
市

町

一

五

て

ど

諮

問

訪

日

訪

れ
日
日
リ
「
仁
川
刊
日
以
内
中
な
も
の
は
A
の
と
お
り
で
す
。

一

川
口
U
引
即
日
、
ぺ
つ

1入
出
さ
せ
た
ら
ど
う
か
。
一
、
。

;2
2
2につ一
つ
刑
務
所
移
転

Z
利
回
す
る
苛
三
県
は
公
営
住

τ。
反
対
は
、
民
霊
市
営
に
灯
す

い
一

時

Mlf一一
宮

条

件

の

解

決

を

下

で

釘

が

す

て

吉

一

釘

医

長

日

話

口

一

忠

信

説

話

γ
訂

版

丸

一

日

ぜ

に
な
ぎ
れ
て
い
な
い
か

j
i
t
-
-
-f!
;一/
昭
和
取
水
問
題

一
円
以
緊
に

N
z
fー
す
る
。
宅
V
F4

へ

の

語

界

を

し

て

い

る

の

一

一

品

目

室

主

は

、

震

の

た

-一

ιぃ
、
主
義
市
に
の
せ
ま
し
一
間
開
票
引
出
闘
に
つ
い
て
一
体

質

改

善

さ

れ

た

か

や
そ
の
監
の
で
し
だ
い
用
量

i

・

e

-

Z

E

-

-

:

・

・

-

め
に
も
、
立
の
都
市
詰

2
E

TI--L
り

;

ー

ご

と

m湖
町
か
ら

Jigs-一特
別
徴
収
協
磁
金

一?

。
芝

公

唱

に

つ

い

て

了

定

ミ
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村
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一
般
質
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二
日
間
遅
れ
る
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総

務

(2) 

六
月
定
例
会
の
総
務
、
民
生
、
水
道
、
建
設
極
構
の
各
常
任
事
貝
会
密
査
の
な
か
で
本
同人悼
の
開
!
l
i

l
--
rH
と
な
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、

要
員
長
報
告
、
委
員
全
審
査
の
中
か
ら
主
な
る
も
の
を
時
う
と


